
小田原市環境ボランティア協会会報「エコポスト」 第７２号 ２０１７年７月１３日発行 

- １ – 

； 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖｏｌ．７２ 
 

平成２９年２月７日（火）、市役所内会議室にて（当時）小田原市環境政

策課ごみ減量推進担当副課長の石井浩様を講師にお招きし、ごみ減量

推進の現状と必要性について講演をしていただきました。 

ごみの堆肥化により、ごみの減量・ごみ処理経費の削減・環境負荷が軽

減されます。私達一人ひとりの実行が重要な課題です。市では各小学校・

中学校へ出向き、生徒にごみの減量の重要性をパネル等で伝え、子ども

達は啓発ポスターの作成、生ごみの堆肥化に段ボールコンポストを実践

し、ごみの減量化の大切さを各家庭の親に伝え、実践化を促進させていく

過程をパネル等で拝見しました。 

 各団体・地域にも是非紹介し、進展することが重要です。今後とも皆様

のご協力のほどお願いします。 

（小田原市環境ボランティア協会 西島 摩瑳顕） 

平成２９年２月１８日（土）、小田原お堀端コンベンションホールにて午後１時３０分より、約２００人の参加者の中開催されました。 

環境省の「つなげよう、支えよう、森里川海プロジェクト」の全国１０のモデル地域の一つとして選ばれた小田原市は、「小田原森里

川海インキュベーション事業“寄気（よせぎ）”」と題し、小田原の自然を豊かな状態で次世代に引き継ぐために、自然資源を活かした

地域づくりを進めます。 

 当日は、加藤市長の挨拶から、環境省大臣官房会計課長の基調講演、小田原市から取組の説明、NPO 法人グラウンドワーク三島

の渡辺専務理事の事例発表、千代小学校生徒からなる「環境ほたる田委員会」の事例発表のほか、第２部のパネルディスカッション

では、多方面のパネリストにより、①自然資源により地域でお金を回す、②地域デザインの担い手を育成する、この２つの視点から今

後の取組の方向性を議論し、発展させていくための第一歩となりました。 

 今後１歩ずつ前進していくことを期待しています。 

 ※寄気とは、様々なステークホルダー、小田原の伝統工芸である寄木細工のように気持ちを寄せ合いながら共同体を形成することを意味します。 
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天候に恵まれた、５月１４日（日）午前９時から１時間程度除草作業を行い

ました。小田原市環境部環境政策課職員のほか、企業・各団体・地域の方々

約６０名の参加がありました。この日は日差しも強くなく、汗をかくほどでなかっ

たので、皆さん夢中で、楽しく、気持ちの良い活動でした。 

大勢の方が参加され効率よく作業ができたことは、大変素晴らしいことだと

思いました。今後もより多くの方が参加されることを願います。 

小田原市環境ボランティア協会 会長 西島 摩瑳顕 

小田原市最大の観光イベント「北條五代祭り」が五月晴れの晴天に恵まれ、第５３回を迎えました。観光客が途切れなくお城へ

向かう中、環境ボランティア協会では５月３日（水・祝）に小・中・高校生を交え大人たちと一緒に約１時間の清掃活動を行いまし

た。皆様の協力のおかげで、たくさんのごみを収集することが出来ました。ありがとうございます。 

今回、参加していただいた生徒から、感想のお手紙をいただきましたので、紹介させていただきます。 

このボランティアに参加して、ごみに対して皆がもっと意識するべきだと思いました。私は城内のごみを拾いましたが、ごみがと

ても多かったです。小田原城には外国人がたくさんいらっしゃいます。城内にこんなにごみがあったら、観光している人は残念

な気持ちになるでしょう。たばこのごみなどがたくさんありました。私たちに出来ることは「ごみを増やさないこと」だと思います。小

田原がきれいになるよう、これからもボランティアに参加して、少しでも役に立ちたいです。 

（城山中学校３年 原田 珠里） 

 

私は今回、北条五代祭りの清掃キャンペーンに参加して、改めてボランティア活動の大切さを知りました。それは、小田原に貢

献することももちろんですが、地域の人との交流もあるからです。今回はたくさんの地域の人と交流できて楽しく活動できました。

また機会があれば参加したいです。 

（城山中学校３年 裏岡 千遥） 

平成２９年２月２０日（月）、８団体・学校関係教育指導課１名の８委員

と、神奈川県水産技術センター内水面試験場職員、おおい自然園の園長

などオブザーバー３名、県西地区県政総合センター環境部環境調整課、

小田原市農政課、道水路整備課、みどり公園課、環境保護課の職員で行

われました。 

当日は、酒匂川水系のメダカの保全普及活動に関すること、生息地の

保全活動に関すること、メダカ保護区における生物相と環境調査の実態に

関することが報告され、今後の事業の進展についても報告された。 

酒匂川水系のメダカを守るためには多くの関係者の協力が必要だと感じ

ました。今後の発展を期待しています。 

 

５月３日（水）に、「北条五代祭り」の美化キャンペーンに参加しました。二宮高校からは、生徒１０名と先生が参加しました。 

私は、３コースある中で、錦通りや国際通りを通る商店街を清掃しました。清掃していて、自分が思っていたよりもゴミはありませ

んでしたが、たばこの吸い殻のゴミが多く落ちていました。清掃活動を終えて、拾い集められたゴミを見て、達成感を感じました。 

清掃を通して、普段の生活でもっと美しいゴミのない環境作りを意識したいと思いました。また、今回の活動が良い経験になった

ので、ぜひ機会があればまた参加したいと思いました。 

（二宮高校３年 佐藤 彩乃） 
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６月３日（土）の８時３０分から１１時まで実施しました。今年で４４回目

となります。当日は小田原市の加藤市長の挨拶で始まりました。また各

議員さんも参加していただきました。 

私達久野地区および関係の企業の方々も清掃活動に参加してくれま

した。久野地区は各１６自治会が参加し、分担地区に分けて実施しまし

た。久野川の右岸・左岸に分かれて、土手の草刈り、道路沿いの草む

しり、ゴミ拾いも行いました。また、その草については坊所自治会の会

長の畑へ持ち込み、堆肥づくりに活用しました。川の中央の草はホタル

の飛び交う場所ですので、６月下旬から７月初めに、是非見学に来てく

ださい。来年も皆様のご参加、ご協力をお願い申し上げます。皆様のご

協力に感謝いたします。 

（小田原市環境ボランティア協会 濱野 昌平） 

梅雨空の中、暑くもなく寒くもなく心地よい陽気の中、国道１号線の板

橋から山王橋までの歩道周辺と城址公園周辺の３班に分かれて、清

掃活動を行いました。参加者は１２名でした。 

途中、ご苦労様ですと声をかけてもらいました。 

今年で９年目になりますが、美化意識の高まりのためか、年々ゴミの

量が減っています。 

今後も、この傾向が続き綺麗な街、綺麗な国道１号線であればいいと

思います。 

（小田原市環境ボランティア協会 國島 明宏） 

小田原は江戸と京を結ぶ東海道の宿場町として栄え、まちの衛生環境は清潔で快適だったそうです。その小田原のまちと自然環

境を守り育てるため、小田原市環境ボランティア協会はこの活動に賛同し、美化清掃を行いました。 

去る６月６日（火）の１８時から市役所内会議室において、平成２９年度定期総会を開

催しましたので概要を報告いたします。 

 事前に会員へ送付した資料の議題に沿って進めましたが、大変に残念だったのは、当

協会が３９団体と４３個人の計８２会員で構成されているものの、当日までに提出された

委任状が４６会員にものぼり、出席者が１０名しかいなかったこと。 

 平成２８年度の事業として、役員会７回、広報（エコポスト約６００部）２回発行、当協会

主催の活動６回（延べ３５０名）、イベント協力参加５回（約７０名）との報告がありました。 

 収支決算については、寄附等による繰越金約４８万円を広報等に１万５千円支出してい

るとの報告があり、承認されました。 

 平成２９年度の事業計画として、出席者の中から意見があり、他の団体との協力事業に

は、これまで以上に間口を広げて取り組むよう提案がありました。 

 予算については、例年の枠組みで収入支出されることが決定しました。 

 なお、新役員として須藤様、河口様が幹事となり、額田様、今井様におかれましては退

任されました。 

（小田原市環境ボランティア協会 高松 民吉） 
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**********イベントのご案内********** 

◇落書き消しのボランティアを募集します！ 

小田原市内において、９年前から落書き消しの活動をボランティ

アで実施しています。 

活動を開始してから、徐々に落書きの数も減ってきてはいます

が、まだ歩道橋やガードレールなど目に付くところに落書きがさ

れてしまいます。 

そこで毎月の活動（不定期）に、ぜひご参加いただける方を募集

します。みんなの手で小田原のまちを落書きが一つもない綺麗

なまちにすることを目標に活動してみませんか。 

実施日や活動の内容等につきましては、下記のお問合わせ先

までご連絡ください。 

【持ち物】 汚れてもよい服装・軍手 

【主催】 まちをきれいにする会  

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

◇国府津海岸クリーン作戦 

ボランティアが協力して海岸の清掃活動を実施します。 

【日時】 ７月２３日（日） ８：００～９：００ 雨天中止 

【集合場所】 ＪＲ国府津駅前方の海岸 

【作業場所】 国府津海岸 

【服装】 軍手、動きやすく、汚れてもよい服装 

【主催】 ＮＰＯ法人国府津の海きれい研究会 

【連絡】 代表 野村 孝一 （０９０－３０９４－５０１４） 

【備考】 今後の清掃スケジュールは以下のとおりです。 

     ①平成２９年８月２０日（日）８：００～ 

     ②平成２９年１０月１５日（日）８：００～ 

     ③平成２９年１２月１７日（日）８：００～ 

◇小田原酒匂川花火大会翌日美化清掃  

【日時】 ８月６日（日） ７：００～８：３０ 

【集合場所】 小田原大橋の西側 

【持ち物】 軍手 （事前申込不要） 

【主催】 まちをきれいにする会 

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

【備考】 雨天の場合は８月７日（月）に順延 

 

◇小田原みなとまつりクリーン作戦  

小田原漁港を「海と人とのふれあいの場」として開放することで、

水産業を広く知ってもらいながら地域漁業の活性化を図ることを

目的とした祭りの会場の美化清掃を行います。 

【日時】 ８月６日（日） １４：３０～１６：００（事前申込不要） 

【集合場所】 ＪＲ早川駅前 

【主催】 環境ボランティア協会  

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

◇環境美化促進重点地区啓発キャンペーン  

小田原駅を中心とした環境美化促進重点地区の清掃活動を行

いながら、きれいな街、良好な生活環境をつくる啓発キャンペー

ンを行います。 

【日時】 ７月…６日、２０日 

８月…３日、１７日 

９月…７日 

１０月…５日、１９日 

１１月…２日、１６日 ※雨天中止（事前申込不要） 

【集合場所】 小田原駅西口駅前ロータリー 

【持ち物】 軍手  

【主催】 環境ボランティア協会  

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

◇城下町おだわらクリーン作戦  

１１月１８日（土）・１９日（日）に開催される「城下町小田原ツーデ

ーマーチ」のコースを清掃します！ 

【日時】 １１月１２日（日） ９：００～１１：００ 

【集合場所】 小田原城址公園銅門広場 

【持ち物】 軍手 （事前申込不要） 

【主催】 環境ボランティア協会  

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

◇小田原ツーデーマーチ 清掃応援隊募集！ 

「おだわらツーデーマーチ」当日の接待専門部会係、会場及び

周辺コースの清掃作業を行うスタッフを募集します！ 

【日時】 １１月１８日（土）・１９日（日） ７：００～１６：００ 

＊どちらか１日でも可 

【場所】 小田原市城址公園銅門広場 

【主催】 小田原市ほか 

【連絡】 西島 （２３－３７４０） 

◎エコポストの製作（写真や絵画、広告制作等）にご協力いただける方を募集しています。ご興味がある方はぜひお問合せくださ

い。また、イベントや活動紹介などの掲載をご希望の方は事務局（３３-１４７２）までご連絡ください。（常時原稿募集中） 

【発行日】 ２０１７年７月１３日 

【発行責任者】 小田原市環境ボランティア協会 会長 西島摩瑳顕 

【事務局】 小田原市環境部環境政策課 


